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愛媛県松山市、東京都江東区に在住する 40～64 歳の中年者 6000 名を無作為抽出し、郵送
調査を行った。研究参加の同意が得られた者に 7 日間の 3 軸加速度計 Active style Pro
HJA350-IT(オムロンヘルスケア社)の装着と生活記録表の記録、自記式質問紙の回答を依頼
した。有効なデータが得られたフルタイムの勤労者 345 名(平均年齢 50.3±6.9 歳、男性
54.8%)を、自己申告で回答を得た仕事形態によりデスクワーク群 239 名、立ち仕事群 47 名、
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研究課題 2：わが国のデスクワーカーにおける座位行動の関連要因
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